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はじめに
　2013（平成 25）年現在，わが国の年間死亡者数は，

















2　昭和 20 年代には，8 割の人が自宅で亡くなっており，病院で
最期を迎える人は 1 割ほどでしかなかった．「死亡場所の構
















待ちは約 52 万 4000 人に上るという．全国にある特養の






る横断調査事業 報告書（平成 25 年度老人保健健康増進等事










7　施設で現在の仕組みになった 2009 年度の 12500 件と比べ，
2012 年度には 20200 件と約 1.6 倍に増えた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





An introduction to the study on “consent of end-of-life care” in special elderly nursing homes
有田　伸弘


















































































































































































































































































































20　横浜地判平成 17 年 3 月 25 日判例時報 1909 号 130 頁，判タ
1185 号 114 頁：辰井聡子「重篤な患への治療の中止－川崎協






































































































































ればいいと思う．」渡辺理雄（2014. 8 . 8 ）「もっと多くの人が
関心を持つ『尊厳死法案』を」https://yomidr.yomiuri.co.jp/
article/20140808-OYTEW54572/
価値概念と見做されてきている．その第一段階では，社
会福祉基礎構造改革であった．措置から契約への転換を
図る際にも，利用者の自己決定の尊重が重要なキーワー
ドとされた．しかし，十分な判断能力を有しない認知症
高齢者，知的障害者等は，自己決定を保障されても自己
決定をなしえない．そこで，彼らを保護の対象と見做し，
彼らの自己決定を支えると称して，パターナリズムの名
の下に他者決定を容認してきた．
　だが，近年，これは他者決定に他ならないと認識され
るようになり，自己決定の支援が主張されるようになっ
てきている．自己決定の尊重の第二段階である．こうし
た一連の動きは，「第一に自己決定，第二に自己決定を
できない人には他者決定（代理決定）で代置する」と
いうものから，「第一に自己決定，第二に自己決定の困
難な者に対しては自己決定が可能になるような支援を行
う，第三に第三者が自己決定を代行する」というものへ
の転換である．これまでの代行，代理と称していても，
本人からの依頼があったわけでもないのに，保護の名の
下に行われる安易なパターナリズムによる代置は，他者
決定にすぎず，決して自己決定ではないことを正面から
認めた結果であろう．終末期医療においても，かかる展
開が必要だと思われる．
　入居者の終末期医療に関する判断能力が不十分な場合
には，家族や後見人等の関係者は入居者本人の意思決定
を支援することとし，入居者が終末期医療に関する判断
能力を喪失した場合にはじめて，第三者による代行決定
（代理決定ではなく）がなされるべきと考える．代行決
定がなされる場合であっても，代行決定者が自分自身の
価値判断や社会的な価値判断を基準として判断するので
はなく，入居者の過去及び現在の意向，心情，信念や価
値観に配慮した判断を行うことにより，入居者の意向に
沿った適切な治療を適正に受けることができると考えら
れる．そのためには代行決定のための資料を必要とする．
　こうした本人の意向を表す資料があれば，近親者の終
末期医療の決断に伴う苦悩を幾分でも和らげることがで
きるのではないかと思う．
